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今月の表紙
学びはつながる！スペシャルサイエンススクール

　12月 16日、スペシャルサイエンススクール（大平文化会館・
大平公民館）が開催されました。深海に眠る地球の秘密や生命
の起源に迫るサイエンストークショーや、「すばる天文同好会」
の皆さんによる宇宙についてのお話会、「日立栃木理科クラブ」
の皆さんによる「子ども科学工作教室」など、最先端の科学に
触れる一日になりました。表紙は、植物の化石を取り出す「理
科教室」の様子です。参加した小学生は、講師の解説に耳を傾
け、注意深くハンマーを使い、様々な化石を取り出しました。
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今月の注目情報
　子育てのお手伝いしてみませんか？／衆議院小選挙区の
区割り改定をご存じですか？　ほか
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Heiva I Tokyo2023 男子 13 歳～ 17 歳のカテゴリー 1 位
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感染性胃腸炎 ノロウイルスに注意！ ほか
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　12月 2日、藤岡渡良瀬運動公園において、住民有志で作
る実行委員会により「渡良瀬遊水地花火大会」が開催されま
した。渡良瀬遊水地での花火大会は 1988 年から 2005 年
の間に 18回開催されており、今回は 18年振りの復活とな
りました。公園東側の敷地内から、色とりどりの約１万発の
花火が、1時間 45分にわたり打ち上げられました。花火の
前には音楽やダンスのステージイベントも実施。多くの観覧
客が訪れ、冬の花火を楽しみました。

18 年振りの渡良瀬遊水地花火大会が開催されました

“新”栃木市民スポーツフェスティバル
2023 を開催しました

　11月 26日、栃木市総合運動公園において「“新”栃木
市民スポーツフェスティバル2023」を開催しました。今
年度より「市民の誰もが自由に参加して楽しむことのでき
るスポーツイベント」として内容をリニューアル。
　バスケ、卓球など10種類以上の競技スポーツ、モルッ
ク、バブルサッカーなどのニュースポーツの体験、プロス
ポーツチームとの交流やスタンプラリー・ウォークラリー
など、スポーツの魅力を集結させたイベントとなりました。

　11月 25日、栃木市岩舟総合運動場において栃木市総
合防災訓練を開催しました。市の総合防災訓練としては、
令和元年東日本台風および新型コロナウイルスの影響によ
り、５年ぶりの開催となりました。
　訓練では、防災関係機関が連携し、災害発生時の様々な
被害への応急力・対応力等を磨きました。また多くの住民
が観覧し、防災への意識を高め、知識を向上させることが
できました。

栃木市総合防災訓練を開催しました

　12月上旬、ふるさと納税自動販売機を、新たに 2台、
市内の栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部とトムソンカントリー倶楽部
に設置しました。現在のふるさと納税は、ネット寄附が主
流ですが、自販機型は、実際に設置場所に来てふるさと納
税を行う点が特徴で、来訪した自治体の魅力に共感して納
税してもらうことから「共感納税」とも言われています。
　今回の設置は、一昨年12月の東武藤が丘カントリー倶
楽部に続くもので、今回の追加導入で計3台となりました。

ふるさと納税自動販売機を
新たに 2台導入しました

人口 154,491 人 (‐113)
男 77,319 人 (‐   84)
女 77,172 人 (‐   29)

世帯数 67,245 世帯 (+  28)

救出・救助訓練の様子

市への来訪者からの、ふるさと納税の促進が期待されます

バブルサッカーは安全に参加できるニュースポーツ
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「子ども科学工作教室～顕微鏡をつくろう！～」の様子
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